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空家等対策の視点

本町は、所有者等による自主的な空家等の維持管理・活用・除却等を促すとともに、町、空家等の所有者
等、関係団体等が協働して取り組むことにより、安全で安心なまちづくりの推進と良好な生活環境の保全を
目指します。

空家等対策の基本方針

第１章 計画策定の趣旨

【図-1】計画の位置づけ

本町の特性について

1. 位置と地勢

香住区（旧香住町域） 山陰有数の漁港を有し、海
沿いに漁師町が広がる一方、町の商業施設や行政の
中心となっている地域です。

村岡区（旧村岡町域） 江戸時代に城下町として栄
え、町中には旗本山名氏が構えた陣屋や武家屋敷な
どの情緒が残されています。

小代区（旧美方町域） 「日本で最も美しい村」連
合に加盟し、山の谷間に棚田が広がっています。ま
た但馬牛の原産地として閉鎖育種が行われています。

2. 人口

総人口は減少傾向が続き、内陸部（特に山村地
域）での人口減少が急速に進んでいます。

老年人口（65歳以上）は増加を続け、令和2
（2020）年時点で高齢化率は40.6％に達しました。

少子化による自然減が続くほか、社会動態は都市
部への流出により、年間200人前後の転出超過で推
移しています。

住宅・土地統計調査による住宅と空き家の現状

令和5（2023）年の本町の空き家率は21.5％で、
全国や兵庫県よりも高い水準となっています。

近隣4市町と比べると、空き家率は2番目に高く、
賃貸用や売却用として市場に流通している住宅や別
荘等を除いた「その他の住宅」の空き家率も
20.1％と高い水準になっています。

第２章 空家等の現状 第３章 空家等問題の課題と対策

香美町老朽危険空家除却支援補助事業の実績

令和2（2020）年度に「老朽危険空家除却支援補助金交付事業」を実施してから、令和6（2024）年3月
31日までに空家の除却についての相談があったのは131件です。

町に相談のあった案件のうち、令和2年度から令和5年度までの間で除却や修繕等、改善措置が行われた空
家は64件となり、相談件数の約半数となりました。

また、「老朽危険空家除却支援補助金交付金事業」を開始してから令和5年度末までの間で、42件の管理
不全空家が補助金を活用して除却されました。

【図-4】年度別の補助等実績 【表-1】地区別の補助等実績

【図-5】空家に関する課題と空家対策の基本方針

【図-2】総人口の推移（単位：人）

【図-3】近隣6市町の空き家数と空き家率

空家等に関する課題 方向性 対策の基本方針

空家等の増加
についての課題

空家等の

発生抑制
予防対策

⚫ 人口減少や少子高齢化の急速な進行
⚫ 住宅所有者等の高齢化、単身高齢世帯の増加に

よる空家等の発生（入院や施設入所、相続）
⚫ 次世代へ適切に引き継ぐことが重要

空家等の管理
についての課題

空家等の

適切な管理
管理対策

⚫ 所有者等の情報・認識不足（維持管理のノウハ
ウ、空家等を放置することのリスク等）

⚫ 高齢、遠方等の理由で維持管理が大きな負担
⚫ 災害に対する備えが不十分

空家等の利活用
についての課題

空家等の

利活用の促進
利活用対策

⚫ 条件の良くない空家等をどうするか
⚫ 香美町空き家バンクの登録促進、情報提供
⚫ 所有者等の課題（空家等への愛着、他人が利用

することの不安、解体せずに「税金対策」等）

管理不全な空家等
についての課題

空家等の

改善・除却
改善対策

⚫ 建物の密集度が高い地区では、管理不全空家等
が防災面での大きな課題に

⚫ 条件の良くない流通困難な空家等が管理不全化
⚫ 解体費用や動産の処分等、費用面での問題
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空家等に関する施策を総合的かつ
計画的に実施するための基本的な指針

空家等対策の推進に関する特別措置法
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（国県町補助）
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修繕等

香住区 28 1 13 9 5

村岡区 27 4 15 7 1

小代区 9 1 8 0 0

合計 64 6 36 16 6
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第５章 管理不全な空家等への対応

＜空家に除却の関する相談窓口＞ 香美町 建設課 空家対策担当 電話番号：０７９６－３６－１９６１（直通） メール： kensetsu@town.mikata-kami.lg.jp

1. 空家等相談窓口の設置 空家の除却等の相談窓口は建設課、空家の利活用等の相談窓口は企画課で対応
します。寄せられた相談や問い合わせは、専門家による対応が必要な場合は、香美町空家等対策協議会や
「ひょうご空き家対策フォーラム」との連携を図り、円滑な対応にあたります。

2. 香美町空家等対策協議会 専門的知見を踏まえ、①本計画の作成及び変更並びに実施に関すること、②
特定空家等の認定に関すること、③その他空家等に関する施策の推進に関することについて協議します。

3. 庁内連携体制の構築 庁内関係部署の連携体制を構築し、実務者会議として「香美町空家等対策庁内会
議」を開催し、関係部署間で情報や課題を継続的に共有し、空家等対策に関する協議や調整を行います。

4. 関係団体との連携 専門家団体や関係事業者、関係行政機関等との連携及び協力のもとに、空家等の発
生抑止、適切な管理、利活用に向けた取組を進めます。

本町では、法及び「香美町空家等の適正
な管理に関する条例」の規定に基づき、町
民の安全・安心を守るために、管理不全な
空家等の状態や周辺への影響の度合い、危
険の切迫性等を総合的に判断し、必要な措
置を講じます。

第４章 空家等対策における施策

【図-6】特定空家等に対する措置のフロー

「香美町老朽危険空家除却支
援補助金制度」の活用

地域住民等に悪影響を及ぼす可能性
を有する管理不全状態にある老朽危険
空家に対し、空家所有者等の自主的な
除却を促進するため、本町の実態に則
した老朽危険空家除却支援補助金制度
を活用します。

第６章 空家等対策の推進体制

応急措置

自然災害の発生等により、地域住民
の生命、身体又は財産に被害が及ぶよ
うな危険が急迫し、他に適切な手段が
なく、危害を未然に回避するために緊
急の措置が必要である場合には、町は
必要最低限の応急的な措置（応急措
置）を行います。

応急措置に要した費用は、所有者等
に請求・徴収することができます。

空家等の発生抑制

空家等の数が増加すると地域の
魅力や活力も低下します。
将来も安心して長く住み続けられ
る町として、良好な住環境の維持
や定住の促進が重要となります。
また、空家等対策の基本は、何

よりまず空家等を発生させないこ
とであり、空家等となる前の段階
から将来的に空家等となる可能性
やそこで起こりうる問題について、
所有者等に限らず町民全体に広く
情報提供を行い、意識啓発や理解
促進を図ります。

① 空家等の実態把握及び情報のデータベース化

② 町ホームページ、広報等による情報発信

③ 町や県の取組を紹介するリーフレットの作成・配布

④ 固定資産税納税義務者への啓発チラシの送付

⑤ 区又は自治会等の要請に基づく相続対策・空家問題等
の出前講座の開催

⑥ 専門分野における諸団体と連携した相談会の開催

空家等の適切な管理

空家等の所有者等に対して適切な管
理を促すために、空家等の維持管理の
ノウハウ、空家等を放置することで起
こりうるリスク等の情報提供を行い、
町、空家等の所有者等、地域等の協働
による空家等の維持管理に向けた体制
づくりを検討します。
また、地域の安心・安全を確保する

ために、管理不全な状態になった空家
等については、適切な管理を行うよう
に情報提供や助言をし、状態の改善を
働きかける等の対応を行います。

① 空家等に関する相談体制の充実
（関連団体との連携）

② 区又は自治会（区）等による空
家等の見守り活動の支援

空家等の利活用の促進

空家等を利活用することは、空家等の増加を
抑制するのは勿論のこと、居住環境の向上や活
性化、さらには、地域コミュニティにおける課
題解決や移住・定住の促進等、魅力あるまちづ
くりに活かされる可能性を秘めています。
本町では、空家等の利活用の促進に向けて、

市場流通やマッチングの仕組み、除却すべき空
家等への支援等、国や兵庫県の動向、他自治体
の先進事例等を踏まえながら、有効な施策の検
討を行います。

① 香美町空き家バンク

② 香美町空き家利活用促進支援補助金

③ 香美町住宅取得奨励金

④ 香美町IT関連オフィス等
開設・設置支援事業

⑤ 農地付き住宅の流通に

向けた農地取得条件の緩和

⑥ 他自治体の先進事例の情報収集・活用

の検討
空家等の改善・除却

➡「第５章 管理不全な空家等への対応」


